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『
荘
子
』

養
生
主
篇
を
め
ぐ
っ
て

佐

藤

明

始

め

に

現
存
の
『
荘
子
』
三
十
三
篇
の
う
ち
、
最
初
の
七
篇
が
内
篇
と
呼
ば
れ
、
『
荘
子
』

の
中
で
も
ま
と
ま
っ
た
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
き

れ
て
き
た
。
内
篇
七
篇
と
は
、
遁
遁
遊
・
斉
物
論
・
養
生
主
・
人
間
世
・
徳
充
符
・
大
宗
師
・
応
帝
王
の
各
篇
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
さ

ら
に
こ
れ
ら
の
篇
の
中
で
も
、
趨
遁
遊
・
斉
物
論
の
二
篇
が
極
め
て
精
綴
で
あ
り
、
『
荘
子
』
の
眼
目
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、

内
篇
の
そ
の
他
の
篇
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
る
と
、
人
間
世
以
下
の
四
篇
で
は
、
大
体
に
お
い
て
説
話
が
中
心
で
あ
り
、
何
ら
か
の
関
連

性
の
あ
る
も
の
を
集
成
し
て
一
篇
に
し
た
と
い
う
感
が
あ
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
が
説
話
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
例
え
ば
大
宗
師
篇
は
論
説
文
で
始
ま
っ
て
い
る
し
、
そ
の
他
に
も
論
説
的
な
文
で
成
り
立
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
全
体
の
割
合

い
か
ら
す
れ
ば
説
話
文
が
圧
倒
的
に
多
い
。

で
は
、
遺
遁
遊
・
斉
物
論
二
篇
と
人
間
世
以
下
回
篇
の
間
に
あ
る
養
生
主
篇
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
篇
を
見
て
み
る
と
、
他
の
篇

と
は
や
や
傾
向
を
異
に
す
る
面
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
つ
に
は
、
こ
の
篇
が
内
篇
の
他
の
篇
に
比
べ
て
極
め
て
短
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
二
つ
に
は
、
文
体
の
上
か
ら
は
論
説
文
と
説
話
文
が
混
請
し
て
、
し
か
も
断
片
的
で
あ
り
、
果
た
し
て
こ
の
篇
が
一
貫
し
た
も
の

で
あ
る
か
ど
う
か
明
ら
か
に
し
難
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
篇
を
強
い
て
他
の
篇
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
も
、
冒
頭
の
二

篇
の
精
綴
さ
に
比
べ
れ
ば
や
や
劣
る
よ
う
で
あ
る
し
、
後
の
四
篇
が
説
話
中
心
の
組
み
立
て
で
あ
る
の
に
対
し
て
は
性
格
を
異
に
す
る
よ

六
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ムハ品ハ

う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
も
あ
っ
て
か
、
養
生
主
篇
は
従
来
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
養
生
主
篇
を
構
成
や
文
体

の
上
か
ら
と
ら
え
、
こ
の
よ
う
な
形
を
な
す
に
至
っ
た
経
路
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
篇
成
立
の
一
端
を
知
る
手
が
か
り
に
も
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
小
論
で
は
以
上
の
視
点
か
ら
、
養
生
主
篇
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
篇
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
養
生
」
に
つ
い
て
は
、
篇
中
に
も
こ
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
採
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
「
主
」
と
は
、
根
本
・
要
点
と
い
う
意
味
で
上
の
語
に
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
林
雲
銘
は
、
「
養
生
主
者
、
言
養
其
所

籍
以
生
之
主
人
。
即
斉
物
論
篇
所
謂
真
君
是
也
」
（
『
荘
子
因
』
）
と
述
べ
、
「
生
主
を
養
う
」
と
い
う
意
味
に
解
し
て
い
る
が
、
や
は
り
「
生

を
養
う
主
」
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
篇
名
よ
り
連
想
さ
れ
る
内
容
は
、
「
生
を
養
う
」
（
生
命
を
養
い
保
つ
）
こ
と
に

関
し
て
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

さ
て
、
養
生
主
篇
の
内
容
を
順
に
見
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
際
し
て
こ
の
篇
を
六
つ
の
部
分
に
分
け
て
考
察
す
る
。
六
つ

の
部
分
に
分
け
た
の
は
、
こ
の
篇
の
構
成
を
見
る
に
当
っ
て
は
、
な
る
べ
く
細
か
く
分
解
し
て
考
察
す
る
方
が
便
利
で
あ
る
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。
な
お
養
生
主
篇
を
六
つ
に
分
け
る
考
え
方
は
、
例
え
ば
王
先
謙
の
『
荘
子
集
解
』

で
も
と
っ
て
い
る
が
、
普
通
は
固
な
い
し

五
程
度
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
節
の
全
文
を
記
す
と
、

「
吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
無
涯
。
以
有
涯
随
無
涯
、
殆
己
。
己
而
為
知
者
、
殆
而
己
失
。

為
普
無
近
名
、
為
悪
無
近
刑
、
縁
督
以
為
経
、
可
以
保
身
、
可
以
全
生
、
可
以
養
親
、
可
以
尽
年
」



と
な
る
。
こ
の
部
分
の
前
半
は
、
句
末
に
「
涯
」
が
三
度
繰
り
返
さ
れ
、
「
己
」
が
句
末
、
ま
た
は
句
末
近
く
で
二
度
現
れ
て
お
り
韻
を

踏
ん
だ
文
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
後
半
に
つ
い
て
も
、
「
名
・
刑
・
経
」
・
「
身
・
毅
・
年
」
が
明
ら
か
に
韻
を
踏
ん
で
い
る
。

内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
前
半
は
「
人
の
一
生
に
は
涯
り
が
あ
る
が
、
知
に
は
涯
り
が
な
い
。
涯
り
あ
る
人
生
で
涯
り
な
い
知
を
求
め
る

こ
と
は
、
あ
ぶ
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
し
、
後
半
は
「
善
い
こ
と
を
行
っ
て
も
評
判
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、

悪
い
こ
と
を
行
っ
て
も
刑
罰
に
触
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
心
が
け
て
い
け
ば
、
身
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
部
分
は

A

内
容
の
上
で
も
関
係
が
あ
り
連
続
し
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
二
つ
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
独
立
し
た
の
も
の
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
な
お
前
半
部
の
「
殆
己
。
巳
而
為
知
者
、
殆
而
己
実
」
と
い
う
表
現

｛注
1）

は
、
斉
者
論
篤
の
「
因
是
巳
。
巳
而
不
知
其
然
、
謂
之
道
」
の
表
現
と
近
い
よ
う
で
あ
る
。
内
容
を
思
想
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
錯
く
と

し
て
も
、
こ
の
部
分
は
一
篇
の
書
き
出
し
と
し
て
は
主
張
が
明
確
で
あ
り
文
も
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（二）

次
に
、
「
解
牛
」
説
話
が
続
く
。
こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
簡
潔
な
説
話
で
あ
る
が
、
こ
の
篇
の
中
で
は
最
も
長
い
も
の
で
あ
る
。
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「
庖
丁
為
文
恵
君
解
牛
。
手
之
所
触
、
肩
之
所
傍
、
足
之
所
履
、
膝
之
所
跨
、
若
干
然
簡
然
、
奏
万
暗
然
、
莫
不
中
音
。
合
於
桑
林
之

舞
、
乃
中
経
首
之
会
。

文
恵
君
日
、
『
語
、
善
哉
。
技
蓋
至
此
乎
』
庖
丁
釈
万
、
対
日
、
『
臣
之
所
好
者
、
道
也
。
進
乎
技
失
。
始
臣
之
解
牛
之
時
、
所
見
無

非
牛
者
。
三
年
之
後
、
未
嘗
見
全
牛
也
。
方
今
之
時
、
臣
以
神
遇
而
不
以
目
視
。
官
知
止
而
神
欲
行
。
依
乎
天
理
、
批
大
部
、
導
大

穀
、
因
其
固
然
。
技
経
肯
繁
之
未
嘗
、
市
況
大
瓢
乎
。
良
庖
歳
更
万
。
割
也
。
族
庖
月
更
万
。
折
也
。
今
臣
之
万
十
九
年
失
。
所
解

数
千
牛
失
。
市
万

E
若
新
発
於
剛
。
彼
節
者
有
問
、
市
万
刀
者
無
厚
。
以
無
厚
入
有
問
、
恢
恢
乎
其
於
遊
刀
、
必
有
余
地
失
。
是
以

十
九
年
而
万
刀
若
新
発
於
珊
。
難
然
、
毎
至
於
族
、
吾
見
其
難
為
、
怖
然
為
戒
、
視
為
止
、
行
為
遅
、
動
万
甚
微
。
諌
然
己
解
、
如

六
七



－、・
h

、

」
ノ

i
ノ

土
委
地
。
提
万
而
立
、
為
之
四
顧
、
為
之
跨
踏
満
志
。
善
万
而
蔵
之
』

文
恵
君
日
、
『
善
哉
。
吾
閉
店
丁
之
言
、
得
養
生
駕
』
」

こ
れ
は
、
文
体
の
上
か
ら
す
れ
ば
説
話
の
形
式
で
あ
り
、
最
後
の
「
吾
聞
庖
丁
之
言
、
得
養
生
駕
」
の
表
現
は
、
こ
の
部
分
の
「
書
き
出

し
」
と
も
対
応
し
て
お
り
、
本
来
ま
と
ま
っ
た
一
つ
の
説
話
と
見
て
よ
い
。
さ
て
、
こ
れ
に
類
似
し
た
説
話
は
、
『
荘
子
」
の
他
の
篇
に

も
見
ら
れ
る
。
い
ま
こ
こ
で
は
、
達
生
篇
の
説
話
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

「
仲
尼
適
楚
、
出
於
林
中
、
見
痔
懐
者
承
鯛
、
猶
擬
之
也
。

仲
尼
目
、
『
子
巧
乎
。
有
道
邪
』

日
、
「
我
有
道
也
。
五
六
月
累
丸
二
而
不
墜
、
則
失
者
錨
録
。
累
三
而
不
墜
、
則
失
者
十
一
。
累
五
而
不
墜
、
猶
按
之
也
。
吾
処
身
也
、

若
厭
株
拘
。
吾
執
菅
也
、
若
楠
木
之
校
。
難
天
地
之
大
、
万
物
之
多
、
而
唯
鯛
翼
之
知
。
吾
不
反
不
側
、
不
以
万
物
易
胴
之
翼
。
何

為
而
不
得
』

孔
子
顧
調
弟
子
日
、
『
用
志
不
分
、
乃
凝
於
神
、
其
荷
憧
丈
人
之
謂
乎
』
」

養
生
主
篇
の
説
話
の
方
は
、
文
恵
君
が
料
理
人
の
庖
丁
か
ら
牛
を
解
体
す
る
技
術
の
話
を
聞
い
て
、
そ
こ
か
ら
生
を
養
う
方
法
を
知
っ
た

せ
み

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
達
生
篇
の
説
話
は
、
孔
子
が
胴
と
り
の
者
の
技
術
の
話
を
聞
い
て
、
精
神
を
集
中
す
る
方
法
を
得
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
説
話
は
、
文
恵
君
・
孔
子
と
い
っ
た
身
分
の
高
い
者
が
、
庖
丁
・
蝿
と
り
と
い
う
身
分
の
卑
し
い
者
の
技
術

か
ら
人
生
の
知
恵
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
共
通
す
る
が
、
さ
ら
に
会
話
の
進
め
方
も
似
て
い
る
。
ま
ず
状
況
を
的
確
に
記
述
し
た
あ
と
で
、

文
恵
君
・
孔
子
が
、
彼
ら
の
技
術
の
秘
訣
を
た
ず
ね
る
の
に
対
し
、
庖
丁
・
痢
憧
者
が
自
己
の
技
術
を
得
る
に
至
っ
た
段
階
を
説
明
し
、

最
後
に
文
恵
君
・
孔
子
が
、
生
を
養
う
・
精
神
を
集
中
す
る
方
法
を
得
て
感
歎
す
る
と
い
う
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
式
を
踏
ん
で
い
る
。
『
荘

子
』
の
説
話
の
中
に
は
、
説
話
の
形
式
で
は
始
ま
っ
て
い
る
が
、
会
話
中
の
一
人
の
発
一
一
一
一
口
が
長
く
続
い
た
り
し
て
説
話
と
し
て
の
面
白
さ

に
欠
け
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
説
話
の
場
合
は
要
領
よ
く
ま
と
め
て
あ
り
、
説
話
と
し
て
も
充
分
に
成
功
し
て
い
る
と
い
え
る
。



達
生
篇
に
は
他
に
も
、
孔
子
と
務
ぎ
の
名
人
の
丈
夫
と
の
問
答
、
魯
侯
と
木
細
工
師
の
梓
慶
と
の
問
答
な
ど
、
こ
れ
と
似
か
よ
っ
た
形
式

の
説
話
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
い
ま
一
つ
天
道
篇
の
桓
公
と
翰
扇
の
登
場
す
る
説
話
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

「
桓
公
読
書
於
堂
上
。
輪
扇
断
輪
於
堂
下
、
釈
椎
盤
而
上
、
問
桓
公
日
、
『
敢
問
、
公
之
所
読
、
為
者
何
言
邪
』

公
日
、
『
聖
人
之
言
也
』

日
、
『
聖
人
在
乎
」

公
日
、
『
己
死
失
』

目
、
『
然
則
君
之
所
読
者
、
古
人
之
糟
暁
己
夫
』

桓
公
日
、
『
寡
人
読
書
、
輸
入
安
得
議
乎
。
有
説
則
可
、
無
説
則
死
』

輪
属
目
、
『
臣
也
以
臣
之
事
観
之
。
新
輪
、
徐
則
甘
而
不
園
、
疾
則
苦
而
不
入
、
不
徐
不
疾
、
得
之
於
手
而
応
於
心
。
口
不
能
言
、

有
数
存
駕
於
其
問
。
臣
不
能
以
聡
臣
之
子
、
臣
之
子
亦
不
能
受
之
於
臣
。
是
以
行
年
七
十
而
老
新
輪
。
古
之
人
与
其
不
可
伝
也
死
実
。

然
則
君
之
所
読
者
、
古
人
之
糟
暁
己
夫
』
」
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こ
の
説
話
は
、
桓
公
が
堂
上
で
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
堂
下
の
車
輪
作
り
の
扇
が
上
が
っ
て
き
て
、
桓
公
の
読
ん
で
い
る
も
の
は
古
人
の

糟
暁
（
か
す
）
に
す
ぎ
な
い
と
し
、
桓
公
の
詰
問
に
対
し
、
輸
扇
が
自
分
の
仕
事
の
技
術
を
ひ
き
あ
い
に
だ
し
て
、
見
事
に
弁
明
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、
会
話
の
応
酬
の
回
数
が
多
く
、
最
後
が
輪
扇
の
や
や
長
い
発
言
で
終
わ
っ
て
い
る
点
な
ど
、
前
の
二

つ
の
説
話
と
形
が
多
少
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
同
じ
形
式
の
説
話
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
養
生
主
篇
の
説
話
の
み
で
な
く
他
の
篇
の
説
話
に
も
及
ん
だ
の
は
、
こ
れ
ら
一
一
一
つ
を
含
む
説
話
は
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た

群
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
説
話
と
し
て
の
質
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
三
つ
の
説
話
に
つ
い
て
見
る
限
り
で
は
、
あ
る
も
の
が
他
の
も
の
よ
り
特
に
優
れ
て
い
る
と
か
劣
っ
て
い
る
と
か
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

と
形
式
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
思
想
が
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
類
似
し
て
い

こ
れ
ら
の
説
話
の
内
容
（
思
想
）

六
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る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
形
式
に
つ
い
て
は
酷
似
し
て
い
る
。
さ
て
、
一
個
人
が
思
想
な
り
見
解
を
文
字
の
上
で
表
現
す
る
場
合
、
異
な
っ

た
作
品
で
あ
っ
て
も
表
現
形
式
・
文
体
の
上
で
、
そ
の
個
人
が
持
っ
て
い
る
特
徴
が
現
れ
る
も
の
で
あ
り
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
表
現
な

り
文
体
を
自
在
に
駆
使
す
る
こ
と
は
、

や
や
考
え
難
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
「
解
牛
」
説
話
は
、
養
生
主
篇
の
他

の
部
分
よ
り
は
、
以
上
あ
げ
た
一
連
の
説
話
群
の
方
に
む
し
ろ
近
い
と
い
え
る
。
あ
る
一
個
人
が
こ
れ
ら
一
連
の
説
話
を
創
作
し
た
と
は

い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
一
つ
の
共
通
し
た
考
え
を
も
っ
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
同
じ
時
代
に
同
じ
気
運
の
中
で
創
作
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。

少
な
く
と
も
こ
う
考
え
る
方
が
、
別
個
に
創
作
さ
れ
た
と
か
、
あ
る
い
は
時
代
を
隔
て
て
創
作
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
は
自
然
で
あ
る
。

白

白
と
次
の
個
は
、
あ
る
い
は
連
続
し
た
一
つ
の
説
話
と
見
る
見
方
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
先
に
述
べ
た
理
由
に
よ
り
分
け
て
考
察
し
て

み
た
い
。「

公
文
軒
見
右
師
市
驚
日
、
『
是
何
人
也
。
悪
乎
介
也
。
天
与
、
其
人
与
』

日
、
『
天
也
。
非
人
也
。
天
之
生
是
使
独
也
。
人
之
貌
有
与
也
。
以
是
知
其
天
也
、
非
人
也
』
」

公
文
軒
が
右
師
を
見
て
驚
い
て
言
っ
た
。
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
姿
に
な
っ
た
の
か
。
ど
う
し
て
片
足
を
切
ら
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
天
の
定

め
か
、
人
の
過
ち
か
」
と
。
右
師
は
、
「
そ
れ
は
天
で
あ
っ
て
、
人
で
は
な
い
。
天
が
私
を
生
む
に
当
っ
て
、

命
づ
け
た
の
で
あ
る
。
人
の
姿
・
形
は
、
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
が
こ
う
な
っ
た
の
も
天
で
あ
っ
て
人
の
過
ち
で
は
な
い

一
本
足
に
な
る
よ
う
に
運

の
で
あ
る
」
と
答
え
た
、
以
上
が
こ
の
部
分
の
大
体
の
意
味
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
説
話
の
よ
う
に
刑
罰
に
よ
っ
て
片
足
に
な
っ
た
者
を
登
場
さ
せ
て
い
る
話
は
、
他
の
篇
に
も
見
え
る
。
内
篇
の
徳
充
符
篇

は
、
特
に
こ
の
種
の
説
話
が
多
い
。
そ
の
中
よ
り
比
較
的
短
く
、
こ
れ
と
類
似
し
た
説
話
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

「
魯
有
冗
者
叔
山
無
世
。
蹟
見
仲
尼
。



仲
尼
目
、
『
子
不
謹
、
前
既
犯
患
若
是
失
。
難
今
来
、
何
及
品
矢
』

無
祉
日
、
『
吾
唯
不
知
務
而
軽
用
吾
身
。
五
口
是
以
亡
足
。
今
吾
来
也
、
猶
有
尊
足
者
存
。
吾
是
以
務
全
之
也
。
夫
天
無
不
覆
、
地
無

不
載
。
吾
以
夫
子
為
天
地
。
安
知
夫
子
之
猶
若
是
也
』

孔
子
日
、
『
正
則
随
失
。
夫
子
胡
不
入
乎
。
請
講
以
所
開
』

無
世
出
。
孔
子
日
、
「
弟
子
勉
之
。
夫
無
世
冗
者
也
。
猶
務
学
以
復
補
前
行
之
悪
。
而
況
全
徳
之
人
乎
』

無
祉
語
老
晦
日
、
『
孔
丘
之
於
至
人
、
其
未
邪
。
彼
何
賓
賓
以
学
子
為
。
彼
且
薪
以
誠
読
幻
怪
之
名
開
。
不
知
至
人
之
以
是
為
己
桂

桔
邪
」

老
時
日
、
『
胡
不
直
使
彼
以
死
生
為
一
条
、
以
可
不
可
為
一
貫
者
。
解
其
桓
橋
、
其
可
乎
』

無
祉
目
、
『
天
刑
之
、
安
可
解
』
」

「荘子」養生主篇をめぐって

こ
こ
に
も
刑
罰
を
受
け
て
足
を
切
ら
れ
た
者
が
登
場
す
る
。
彼
、
叔
山
無
祉
は
、
孔
子
に
教
え
を
請
お
う
と
す
る
が
、
孔
子
は
彼
を
追
い

帰
す
。
無
祉
は
、
孔
子
の
そ
の
よ
う
な
態
度
に
対
し
て
、
孔
子
は
思
っ
て
い
た
ほ
ど
の
人
物
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
の
批
判
を
加
え

る
。
孔
子
は
態
度
を
改
め
無
祉
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
が
、
無
祉
は
孔
子
の
も
と
を
去
っ
て
い
く
。
そ
の
後
、
無
祉
は
老
子
の
も
と
に

行
き
、
孔
子
の
至
ら
な
い
様
子
を
説
明
し
、
最
後
に
老
子
の
言
葉
に
対
え
て
孔
子
を
非
難
し
て
、
「
天
が
孔
子
に
刑
を
与
え
て
そ
ん
な
風

に
さ
せ
た
の
だ
か
ら
、
と
て
も
人
の
力
で
は
そ
れ
を
解
い
て
や
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
徳
充
符
篇
の
第
三
番
目
の
説
話
に
当
る
が
、
第
一
の
説
話
に
お
い
て
は
冗
者
王
騎
、
第
二
の
説
話
に
お
い
て
も
冗
者
の
申
徒

嘉
を
登
場
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
冗
者
に
対
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
と
い
う
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
。
な
お
第
四
の
説
話
と
し
て
形
の

醜
い
哀
騎
官
を
登
場
さ
せ
、
孔
子
に
「
是
必
才
全
市
徳
不
形
者
也
」
と
絶
賛
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
第
五
の
説
話
に
お
い
て
も
閤
肢
支
離
無

脹
と
い
う
醜
男
を
登
場
さ
せ
、
桓
公
に
道
を
説
い
て
い
る
。
な
お
第
五
の
説
話
の
あ
と
に
説
話
に
継
続
す
る
形
で
や
や
短
い
論
説
的
な
文

さ
ら
に
こ
の
後
に
荘
子
と
恵
子
の
問
答
を
載
せ
て
こ
の
篇
を
終
わ
る
の
で
は
あ
る
が
、
徳
充
符
篤
全
体
と
し
て
は
、
冗
者
を
し

が
続
き
、

七
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て
道
を
語
ら
せ
た
り
、
醜
男
を
徳
の
至
っ
た
人
物
と
し
て
評
価
す
る
と
い
う
形
式
の
説
話
を
集
め
た
感
が
あ
る
。

き
て
、
養
生
主
篇
に
戻
っ
て
こ
の
説
話
に
注
目
す
る
と
、
養
生
主
篇
の
こ
の
一
つ
の
説
話
の
背
後
に
は
多
く
の
同
じ
よ
う
な
説
話
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
説
話
の
中
か
ら
こ
の
説
話
が
養
生
主
篇
の
こ
の
部
分
に
最
も
適
当
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
採
用
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
（
こ
れ
は
仰
の
説
話
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
）
。
こ
の
説
話
が
極
端

に
短
い
こ
と
（
た
と
え
凶
に
当
る
部
分
を
含
め
た
と
し
て
も
）
を
考
え
る
と
、
こ
の
説
話
が
本
来
あ
る
説
話
の
一
部
分
で
あ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
あ
る
程
度
修
正
さ
れ
て
こ
こ
に
採
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
え
る
。

の
後

続
く（四）
部
分
は

極
め
て
短
I,> 

も
の
で
あ
る

「
沢
雑
十
歩
一
啄
、
百
歩
一
飲
。
不
薪
畜
乎
奨
中
。
神
難
王
不
善
也
」

さ
て
、
こ
の
部
分
を
前
に
続
け
て
考
え
る
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
白
の
説
話
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
公
文
軒
の
質
問
が
、
「
：
・

天
与
、
其
人
与
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
右
師
の
答
え
が
「
以
是
知
天
也
。
非
人
也
」
で
終
わ
っ
て
い
て
、
質
問
と
答
え
が
対
応
し
て
お
り
、

臼
を
独
立
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
臼
と
冊
を
続
け
て
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
四
自
体
も
独
立
し
た
一
つ
の

世
界
を
構
成
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

さ
て
、
四
に
つ
い
て
そ
の
意
味
を
見
て
み
る
と
、
「
沢
の
維
は
、
十
歩
行
っ
て
は
餌
を
と
り
、
百
歩
行
っ
て
は
水
を
飲
む
。
か
ご
に
入

れ
ら
れ
て
飼
わ
れ
る
こ
と
を
求
め
な
い
。
神
は
満
た
さ
れ
て
い
て
も
、
自
分
で
善
し
と
は
思
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
な
ろ
う
。
さ
て
、

臼
と
個
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
と
同
時
に
、
続
け
て
も
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
二
つ
の
部
分
が
本
来
別

の
所
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
編
輯
す
る
際
に
一
つ
の
も
の
と
し
て
結
び
つ
け
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



(n) 

き
て
、
第
五
は
老
子
の
死
を
扱
っ
た
説
話
で
あ
る
。

「
老
聴
死
。
秦
失
弔
之
、
三
号
而
出
。

弟
子
日
、
『
非
夫
子
之
友
邪
』

日
、
『
狭
山

『
然
則
弔
罵
若
此
、
可
乎
』

日
、
『
然
。
始
也
吾
以
為
其
人
也
、
而
今
非
也
。
向
吾
入
市
弔
駕
、
有
老
者
突
之
、
如
突
其
子
、
少
者
間
犬
之
、
知
突
其
母
。
彼
其
所

以
会
之
、
必
有
不
薪
一
言
而
言
、
不
薪
突
而
突
者
。
是
遁
天
倍
情
、
忘
其
所
受
。
古
者
謂
之
遁
天
之
刑
。
適
来
夫
子
時
也
、
適
去
夫
子

順
也
。
安
時
間
処
順
、
哀
楽
不
能
入
也
、
古
者
謂
是
帝
之
県
解
』
」

老
聴
が
死
ぬ
と
、
秦
失
が
弔
問
に
行
っ
た
。
彼
は
三
た
ぴ
声
を
あ
げ
て
泣
い
た
だ
け
で
出
て
き
た
。
弟
子
が
、
「
あ
な
た
の
友
達
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」
と
問
う
と
、
秦
失
は
、
「
私
は
始
め
は
老
聴
を
立
派
な
人
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
は
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
今

多
く
の
人
が
枢
の
傍
で
泣
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
生
前
老
聴
が
人
々
に
そ
の
よ
う
に
仕
向
け
て
お
い
た
か
ら
で
あ
る
。
人
の
生
死
と
い
う

「荘子」養生主篇をめぐって

の
は
時
の
流
れ
で
あ
り
、
自
然
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
哀
楽
の
入
る
余
地
が
な
い
」
と
答
え
た
。

以
上
が
大
体
の
要
約
で
あ
る
が
、
こ
の
説
話
は
『
史
記
』
に
も
見
え
て
い
な
い
老
子
の
死
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
る

が
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
老
子
を
否
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
点
が
あ
る
。
た
だ
し
天
道
篇
の
士
成
締
と
老
子
の
説
話

で
は
、
老
子
の
家
の
鼠
の
穴
に
食
物
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
り
、
食
べ
き
れ
な
い
食
物
が
積
ま
れ
で
あ
る
の
を
非
難
し
て
い
る
所
は
あ
る
が
、

最
後
は
士
成
締
は
老
子
に
敬
服
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
養
生
主
篇
の
こ
の
説
話
は
『
荘
子
』
の
中
で
も
や
や
特
殊
な
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。
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四

（六）

き
て
、
第
六
の
部
分
も
非
常
に
短
い
も
の
で
あ
る
。

「
指
窮
於
為
薪
、
火
伝
也
、
不
知
其
尽
也
」

こ
の
部
分
は
難
解
で
あ
り
、
古
来
様
々
の
解
釈
が
あ
る
が
、
「
薪
を
火
に
入
れ
る
と
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
け
れ
ど
も
、
火
そ
の
も
の
は
伝
わ
っ

て
い
く
も
の
で
あ
り
尽
き
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
主
旨
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
部
分
は
短
く
名
家
の
命
題
を
連
想
さ
せ
る
が
、
四
の

短
文
に
も
近
い
性
質
が
あ
り
、
短
く
独
立
し
た
論
説
的
な
文
、
と
い
う
範
曙
で
と
ら
え
る
な
ら
ば
、

H
に
も
近
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
と

い
え
る
。
な
お
、
闘
の
部
分
は
回
の
延
長
と
し
て
考
え
る
注
釈
も
多
い
。
こ
れ
も
ち
ょ
う
ど
臼
と
四
の
関
係
に
似
て
お
り
、
回
を
独
立
し

た
も
の
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
と
闘
を
一
連
の
も
の
と
解
釈
で
き
な
く
も
な
い
。
こ
れ
も
、
ど
ち
ら
の
解
釈
が
正
し

い
か
と
い
う
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
こ
と
自
体
を
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
見
て
来
た
よ
う
に
養
生
主
篇
は
、

付
短
文
（
二
つ
に
分
け
る
こ
と
も
可
能
）

口
説
話

臼
説
話

回
短
文

田
説
話

的
短
文

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
六
つ
の
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
充
分
に
可
能
で
あ
る
。
し
か



も
、
口
と
臼
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
類
似
の
説
話
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
説
話
が
単
独
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
ら
の
説
話
の
背
後
に
は
多
く
の
説
話
（
群
）

が
存
在
す
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
ま
た
回
の
説
話
に
し
て
も
、
老
聴
の
死
を
扱
っ
た
と
い

う
点
で
は
珍
し
く
は
あ
る
が
、
人
の
死
を
弔
う
場
面
を
扱
い
、
弔
い
方
の
意
外
な
仕
方
を
め
ぐ
っ
て
問
答
を
か
わ
し
、
生
と
死
、
あ
る
い

は
死
者
の
生
前
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
と
い
う
範
噂
で
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
至
楽
篇
の
荘
子
の
妾
の
死
に
臨
ん
で
荘
子
が

盆
を
鼓
し
て
歌
っ
て
い
た
と
い
う
説
話
を
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、
大
宗
師
篇
に
あ
る
子
桑
戸
の
死
を
め
ぐ
っ
て
の
説
話
な
ど
も

こ
れ
に
類
し
て
い
る
。
そ
の
他
病
気
の
者
を
見
舞
う
場
面
、
死
を
め
ぐ
っ
て
の
説
話
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
『
荘
子
』
の
中
に

こ
れ
に
類
し
た
も
の
は
多
く
見
ら
れ
る
。

一
方
、
短
郊
以
つ
い
て
で
あ
る
が
、
付
の
部
分
に
つ
い
て
い
え
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
斉
物
論
篇
の
最
初
の
説
話
の
後
半
に
あ
る
論

説
部
分
と
一
言
葉
の
上
で
も
近
似
し
て
い
る
所
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
斉
物

論
篇
の
方
は
、
抽
象
的
で
深
遠
な
哲
理
を
含
ん
で
い
る
と
想
像
さ
れ
る
部
分
が
多
い
の
に
対
し
、
養
生
主
篇
の
こ
の
部
分
の
方
は
、
や
や

具
体
的
で
あ
る
し
、
韻
を
踏
ん
で
い
る
の
も
斉
物
論
篇
の
方
に
全
く
見
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
や
や
異
質
で
あ
る
。

「荘子」養生主篇をめぐって

次
に
冊
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
先
ほ
ど
と
異
な
っ
た
視
点
か
ら
見
て
み
た
い
。
こ
こ
に
は
「
沢
幾
」
が
登
場
し
、
「
十
歩
行
っ

て
は
餌
を
食
べ
、
百
歩
行
っ
て
は
水
を
飲
む
」
と
あ
り
、
（
小
）
動
物
に
対
し
て
恐
ら
く
実
際
の
観
察
を
通
し
て
と
思
わ
れ
る
細
か
い
描

写
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
『
荘
子
』
の
中
に
多
く
見
ら
れ
る
。
内
篇
の
中
よ
り
そ
の
幾
っ
か
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

川
「
（
鯛
与
学
鳩
笑
之
日
）
我
決
起
而
飛
、
槍
機
材
、
時
則
不
至
而
控
於
地
雨
己
実
」

ω「
朝
菌
不
知
晦
朔
、
感
姑
不
知
春
秋
」

ω
「
（
斥
鵠
笑
之
日
）
：
：
：
我
勝
躍
市
上
、
不
過
数
仰
而
下
、
朝
期
蓬
高
之
問
」

凶
「
（
許
由
日
）
：
：
：
鱒
鵡
巣
於
深
林
、
不
過
一
枝
。
値
鼠
飲
河
、
不
過
満
腹
」

間
「
（
荘
子
日
）
子
独
不
見
狸
姓
乎
。
卑
身
而
伏
、
以
候
教
者
。
東
西
跳
梁
、
不
避
高
下
。
中
於
機
酔
、
死
於
問
書
。
今
夫
麓
牛
、
其

七
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大
若
垂
天
之
雲
。
此
能
為
大
失
、
而
不
能
執
鼠
」
（
以
上
遁
逢
遊
篇
）

附
「
（
《
王
侃
》
日
）
：
：
：
民
湿
寝
、
則
腰
疾
偏
死
、
錨
然
乎
哉
。
木
処
、
則
惜
懐
伺
憧
、
援
狼
然
乎
哉
。
三
者
説
知
正
処
。
民
食
匁
象
ー

築
鹿
食
薦
、
蜘
且
甘
帯
、
鴎
穂
香
鼠
。
四
者
説
知
正
味
。
援
猫
狙
以
為
雌
、
嘆
与
鹿
交
、
錨
与
魚
砂
防
。
毛
塘
・
麗
姫
、
人
之
所
美
也
。

魚
見
之
深
入
、
鳥
見
之
高
飛
、
築
鹿
見
之
決
蝶
。
四
者
熟
知
天
下
之
正
色
哉
」
（
斉
物
論
篇
）

間
「
（
蓮
伯
玉
日
）
：
：
：
汝
不
知
夫
瞳
娘
乎
。
怒
其
脅
以
当
車
轍
。
不
知
其
不
勝
任
也
。
：
：
：
夫
愛
馬
者
、
以
僅
盛
矢
、
以
蟻
盛
溺
。

適
有
畜
車
僕
縁
、
而
柑
之
不
時
、
則
欠
街
、
致
首
、
砕
胸
」
（
人
間
世
篇
）

間
「
（
仲
尼
日
）
丘
也
嘗
使
於
楚
失
。
適
見
純
子
食
於
其
死
母
者
。
少
罵
胸
若
、
皆
奔
之
而
走
。
不
見
己
鷲
爾
、
不
得
類
罵
爾
」
（
徳
充

符
篇
）

削
「
泉
澗
、
魚
相
与
処
於
陸
、
相
吻
以
湿
、
相
濡
以
沫
、
不
知
相
忘
於
江
湖
」
（
大
宗
師
篇
）

帥
「
（
接
与
日
）
：
：
：
且
烏
高
飛
以
避
婚
吃
之
害
、
腫
鼠
深
穴
乎
神
正
之
下
、
以
避
襲
撃
之
息
」
（
応
帝
王
篇
）

な
ど
が
あ
る
。
以
上
は
内
篇
よ
り
目
に
つ
い
た
も
の
を
や
や
広
く
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
表
現
が
遁
遁
遊
篇
に
特
に
多
い
の
が

注
目
さ
れ
る
。
遣
準
遊
篇
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
の
句
は
説
話
と
か
論
説
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
て
、
独
立
し
た
句
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
養
生
主
篇
の
こ
の
部
分
は
、
遣
準
遊
篇
の
持
っ
て
い
る
雰
囲
気
に
似
か
よ
っ
て
い
る
所
が
あ
る
一
方
で
、
断
片
的
で

あ
る
と
い
う
点
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
人
間
世
以
下
の
四
篇
に
は
、
同
w
l
帥
の
よ
う
に
動
物
を
登
場
さ
せ
た
所
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
全
体
の
割
合
い
か
ら
す
れ
ば
、
建
造
遊
篇
の
場
合
と
は
大
き
な
聞
き
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
（
小
）
動
物
の
描
写
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
細
か
い
観
察
を
し
、
そ
れ
を
的
確
に
表
現
す
る
に
は
、

あ
る
種
の
特
殊
な
才
能
を
必
要
と
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
遁
遁
遊
篇
に
特
に
こ
の
よ
う
な
描
写
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
内
篇

の
著
述
な
り
編
纂
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
材
料
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
1

次
に
闘
の
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
概
念
を
有
し
て
は
い
る
が
断
片
的
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
何
か



を
問
い
か
け
、
そ
の
間
い
に
深
い
意
味
を
も
た
せ
て
お
り
具
体
的
な
意
味
は
と
ら
え
に
く
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
簡
潔
な
表

現
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
似
た
形
式
の
も
の
を
『
荘
子
』
の
中
よ
り
強
い
て
求
め
れ
ば
、
天
下
篇
の
名
家
の
言
が
思
い
つ

く
。
こ
れ
は
恵
施
の
「
歴
物
之
意
」
十
条
と
そ
の
後
の
名
家
の
命
題
の
二
十
一
箇
条
に
分
か
れ
る
が
、
養
生
主
篇
の
こ
の
部
分
は
二
十
一

箇
条
の
例
え
ば
、

「
指
不
至
、
至
不
絶
」

「
一
尺
之
握
、
日
取
其
半
、
万
世
不
掲
」

に
や
や
似
か
よ
っ
て
い
る
点
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
名
家
言
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
特
に
斉
物
論
篇
に
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

「
未
成
乎
心
而
有
是
非
、
是
今
日
適
越
市
昔
至
也
」

「
以
指
轍
指
之
非
指
、
不
若
以
非
指
聡
指
之
非
指
也
。
以
馬
聡
馬
之
非
馬
、
不
若
以
非
馬
喰
馬
之
非
馬
也
。
天
地
一
指
也
、
万
物
一

馬
也
」

「
天
下
莫
大
於
秋
豪
之
末
、
而
大
山
為
小
。
莫
寿
乎
穆
子
、
而
彰
祖
為
夫
。
天
地
与
我
控
生
、
而
万
物
与
我
為
こ

「荘子J養生主篇をめぐって

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
斉
物
論
篇
に
は
「
堅
白
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
名
家
と
何
ら
か
の
関
係
の
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
斉

物
論
篇
の
こ
れ
ら
の
部
分
は
名
家
言
が
一
連
の
論
説
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
本
来
短
い
断
片
（
語
録
）

（注
3）

も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

の
形
式
の

次
に
考
察
を
要
す
る
の
は
、
養
生
主
篇
と
内
篇
の
他
の
篇
と
の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
養
生
主
篇
の
特
徴
の
第
一
と
し
て
、
そ
れ
を
内
篇

の
中
に
お
い
た
場
合
、
極
め
て
短
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
果
た
し
て
養
生
主
篇
を
他
の
篇
と
同
列
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
あ
る

七
七
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い
は
短
い
と
い
う
こ
と
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
単
に
一
篇
が
短
い
と
い
っ
て
も
、
①
そ
れ
が
一
つ
の
完
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
②
本
来
ま
と
ま
っ
て
い
た
も
の
の
一
部
分
で
あ
る
の
か
、
③
単
な
る
断
片
、
あ
る
い
は
無
関
係
な
も
の
の
集

合
で
あ
る
の
か
、
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。

さ
て
、
こ
の
篇
の
構
成
を
見
た
場
合
、
単
な
る
断
片
や
無
関
係
の
資
料
の
集
合
で
は
な
く
、
処
々
に
気
が
配
ら
れ
て
お
り
、
か
な
り
洗

練
さ
れ
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
、
全
体
と
し
て
も
一
応
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
付
に
お
い
て
は
簡
潔
で
核
心
を
つ
い
た
表

現
に
よ
っ
て
一
篇
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
次
に
口
・
臼
・
回
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
形
は
異
な
っ
て
い
る
が
簡
潔

で
印
象
深
い
説
話
を
挙
げ
、
付
の
提
起
を
具
体
的
に
例
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
最
後
に
は
「
薪
は
尽
き
て
も
火
そ
の
も
の
は

尽
き
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
意
味
の
短
文
を
の
せ
、
あ
た
か
も
肉
体
の
有
限
と
精
神
の
不
滅
を
暗
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
も

し
最
後
の
句
に
こ
の
よ
う
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
養
生
主
篇
冒
頭
の
「
吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
無
涯
」
と
も
対
応
し

て
お
り
、
こ
の
篇
全
体
を
一
つ
の
完
結
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
充
分
に
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
養
生
主
」
と
い
う
篇
名
も
、
こ
の

篇
全
体
の
主
張
を
象
徴
し
た
も
の
と
見
れ
ば
、
内
容
と
離
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
よ
り
す
る
と
、
こ
の
篇
を
一
つ
の
ま

と
ま
り
と
し
て
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
も
あ
る
程
度
の
質
の
高
さ
を
持
っ
た
素
材
か
ら
成
っ
て
い
る
と
い
う

」
と
が
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
篇
を
読
ん
で
物
足
り
な
き
を
感
じ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
篇
が
極
端
に
短
く
一
篇
と
し
て
の
盛
り
あ
が

り
に
欠
け
る
こ
と
、
篇
名
の
「
養
生
主
」
か
ら
あ
る
い
は
具
体
的
な
「
養
生
」
の
術
に
つ
い
て
の
記
述
を
期
待
さ
せ
る
も
の
の
、
内
容
ゆ

む
し
ろ
抽
象
的
で
あ
っ
て
肉
体
的
な
「
不
老
長
寿
」
よ
り
精
神
的
な
面
を
説
い
て
お
り
期
待
さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
と
い
う
面
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
遁
這
遊
篇
・
斉
物
論
篇
の
質
の
高
さ
に
比
べ
れ
ば
、
や
や
劣
る
所
が
あ
る
と
い
う
点
も
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
養
生
主
篇
を
遁
進
遊
・
斉
物
論
二
篇
と
の
比
較
で
簡
単
に
見
て
み
る
と
、
養
生
主
篇
の
付
に
お
い
て
斉
物
論
篇
に
似
た
表
現

の
あ
る
こ
と
、
四
の
よ
う
な
小
動
物
に
対
す
る
細
か
い
観
察
の
記
述
は
遁
迄
遊
篇
に
も
多
い
こ
と
、
∞
の
記
述
は
名
家
言
の
よ
う
で
も
あ



り
、
斉
物
論
篇
に
も
名
家
言
が
多
く
あ
り
共
通
す
る
点
も
多
い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
断
片
の
よ
う
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
雰
囲
気
を
持
っ
た
一
つ
の
ま
と
ま
り
に
仕
上
げ
て
い
る
点
に
お
い
て
は
、
遺
遁
遊
篇
に
つ
い
て
も
同
様
の
見

方
が
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
し
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
斉
物
論
篇
の
天
綴
説
話
に
続
く
論
説
に
も
そ
れ
に
似
て
い
る
部
分
が
あ
る
な
ど
共

通
す
る
所
が
あ
る
。

で
は
、
養
生
主
篇
を
人
間
世
以
下
回
篇
と
の
比
較
で
見
た
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
遺
逢
遊
・
斉
物
論
篇
と
の
場
合
よ
り
、

か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
人
間
世
・
徳
充
符
・
大
宗
師
・
応
帝
王
の
四
篇
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
考
え
る
か
ど
う
か
に
は

考
察
の
余
地
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
篇
が
主
に
幾
つ
か
の
説
話
を
集
め
て
い
る
と
い
う
点
で
は
共
通
性
が
あ
る
。
し
か
も
、
人
間
世
篇
に

は
孔
子
（
仲
尼
）

の
登
場
す
る
説
話
が
三
つ
あ
り
、
「
無
用
の
大
木
」
を
め
ぐ
っ
て
の
同
系
統
の
説
話
が
連
続
し
て
い
る
。
さ
ら
に
徳
充

符
篇
に
は
、
刑
罰
に
よ
っ
て
片
足
に
な
っ
た
「
冗
者
」
を
登
場
さ
せ
た
説
話
が
三
つ
連
続
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
は
哀
騎
官
と
闇
肢
支
雛

無
脹
と
い
う
醜
男
を
そ
れ
ぞ
れ
主
人
公
と
し
た
説
話
を
二
つ
載
せ
て
い
る
。
ま
た
大
宗
師
篇
の
中
ほ
ど
に
は
、
子
把
・
子
輿
・
子
翠
・
子

来
の
四
人
が
親
交
を
結
ぶ
話
と
、
子
桑
戸
・
孟
子
反
・
子
琴
張
の
三
人
が
親
交
を
結
ぶ
と
い
う
同
系
統
の
話
が
や
は
り
連
続
し
て
お
り
、

こ
の
篇
の
最
後
に
は
さ
ら
に
子
輿
と
子
桑
を
主
人
公
に
す
る
類
似
の
説
話
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
人
間
世
以
下
の
篇
で
は
、
同

系
統
の
説
話
を
集
め
そ
れ
を
一
篇
と
し
た
感
が
な
い
で
も
な
い
。

「荘子」養生主篇をめぐって

こ
れ
は
例
え
ば
、
遣
準
遊
篇
な
ど
と
比
べ
て
み
れ
ば
、

そ
の
違
い
が
明
ら
か
で
あ
る
。
遺
逢
遊
篇
に
も
例
え
ば
、

「
北
冥
有
魚
、
其
名
為
線
。
鰻
之
大
、
不
知
其
幾
千
里
也
。
化
問
為
鳥
、
其
名
為
鵬
O
i－－・」

と
冒
頭
に
あ
り
、
さ
ら
に

「
湯
之
間
棟
也
是
巳
。
窮
髪
之
北
有
冥
海
者
、
天
池
也
。
有
魚
罵
、
其
広
数
千
里
、
未
有
知
其
修
者
、
其
名
為
続
。
有
鳥
駕
、
其
名

為
鵬
。
：
：
：
」

と
い
う
部
分
が
、
し
ば
ら
く
し
て
出
て
く
る
。
こ
の
二
つ
は
明
ら
か
に
同
系
列
の
話
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
つ
の
説
話
を
単
に

七
九
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羅
列
し
た
の
で
は
な
く
て
、
巧
み
に
論
説
の
中
に
組
み
込
ま
せ
重
複
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
「
無
用
の
大
木
」
を
め
ぐ
っ
て
の
説
話
が
人
間
世
篇
に
連
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
系
統
の
説
話
が

山
木
篇
に
も
あ
り
、

一
つ
の
説
話
群
を
構
成
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
説
話
に
類
す
る
記
述
は
遣
準
遊
篇
に
も
あ
る
。

「
恵
子
謂
荘
子
日
、
『
吾
有
大
樹
、
人
謂
之
樗
。
其
大
本
擁
腫
市
不
中
縄
墨
、
其
小
枝
巻
曲
而
不
中
規
矩
。
立
之
塗
、
匠
者
不
顧
。

今
子
之
言
、
大
雨
無
用
。
衆
所
同
去
也
』

荘
子
日
、
『
：
：
：
今
子
有
大
樹
、
患
其
無
用
。
何
不
樹
之
於
無
何
有
之
郷
、
広
菓
之
野
、
訪
復
乎
無
為
其
側
、
遁
迄
乎
寝
臥
其
下
。

不
天
斤
斧
、
物
無
害
者
。
無
所
可
用
、
安
所
困
苦
哉
』
」

遣
準
遊
篇
の
場
合
は
、
恵
子
と
荘
子
の
問
答
の
中
に
こ
の
説
話
が
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
人
間
世
・
山
木
篇
の
説
話
に
比
べ
れ
ば
凝
縮
さ

れ
た
感
が
あ
る
。
遺
遁
遊
篇
の
こ
の
部
分
が
最
初
に
成
立
し
て
人
間
世
・
山
木
篇
の
説
話
が
そ
れ
を
普
遍
さ
せ
て
創
作
さ
れ
た
と
い
う
論

理
も
成
り
立
つ
と
同
時
に
、
最
初
に
こ
れ
ら
一
連
の
説
話
群
が
あ
り
、
趨
遁
遊
篇
を
編
輯
す
る
際
に
こ
れ
ら
の
説
話
が
編
輯
者
の
念
頭
に

あ
っ
て
、
恵
子
と
荘
子
の
問
答
の
中
に
巧
み
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
遁
進
遊
篇
冒
頭
の
部
分
、
あ
る
い
は
「
無

用
の
大
木
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
通
し
て
見
る
と
、
遭
遇
遊
篇
が
か
な
り
巧
み
に
編
輯
さ
れ
た
編
纂
物
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
、

仮
説
と
し
て
な
ら
ば
こ
の
立
場
よ
り
の
考
察
も
許
さ
れ
よ
う
。

き
て
、
養
生
主
篇
に
戻
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
既
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
篇
の
冒
頭
と
最
後
が
対
応
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
に
つ
い
て
類
似
し
た
説
話
群
が
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
説
話
群
の
中
よ
り
最
も
こ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
抜
き

出
し
た
か
、
あ
る
い
は
こ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
改
変
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ
も
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
以
上
の

こ
と
を
総
合
す
れ
ば
、
こ
の
篇
は
編
輯
の
方
針
・
態
度
と
い
う
面
よ
り
す
れ
ば
、
人
間
世
以
下
の
篇
よ
り
は
、
そ
の
前
の
遣
遁
遊
・
斉
物

論
の
二
篇
に
近
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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養
生
主
篇
は
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
と
同
時
に
、
先
に
六
つ
に
分
け
た
よ
う
に
、

と
も
で
き
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
津
田
左
右
吉
は
、

一
つ
一
つ
の
部
分
が
独
立
し
て
い
る
と
考
え
る
こ

「
さ
て
、
か
う
考
え
て
来
る
と
、
『
荘
子
』

は
膏
に
そ
れ
を
一
篇
づ
、
に
切
り
離
し
て
取
扱
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
更

に
そ
れ
を
分
解
し
て
、
ま
と
ま
っ
た
思
想
を
説
き
一
つ
／
＼
の
物
語
を
述
べ
て
ゐ
る
短
い
一
節
づ
、
の
も
の
と
し
て
考
察
し
な
け
れ

（注
4）

ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
、
お
の
づ
か
ら
知
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
る
が
、
こ
れ
を
批
判
し
た
松
本
雅
明
氏
の
発
言
に
は
注
目
す
べ
き
点
が
含
ま
れ
る
。

「
最
後
に
津
田
博
士
の
方
法
論
は
、
『
荘
子
』
を
短
い
一
節
づ
っ
に
分
解
し
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
意
を
見
失
ひ
、
か
へ

っ
て
異
っ
た
思
想
を
附
託
す
る
お
そ
れ
が
な
い
で
あ
ら
う
か
。
少
く
と
も
『
荘
子
』

（注
S）

て
書
か
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
か
ら
」

の
一
章
も
し
く
は
一
説
話
は
、
連
闘
を
も
っ

こ
こ
で
は
津
田
説
に
は
触
れ
な
い
と
し
て
も
、
松
本
氏
の
発
言
を
注
意
し
て
み
る
と
反
対
の
立
場
か
ら
の
論
理
も
成
り
立
つ
こ
と
が
わ
か

る
。
例
え
ば
、
養
生
主
篇
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
こ
れ
が
一
人
の
手
に
よ
り
成
り
、
相
互
に
関
連
を
持
っ
た
一
つ
の
ま
と
ま
り
で
あ
る

「荘子j養生主篇をめぐって

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
な
ら
ば
松
本
氏
の
議
論
は
確
か
に
成
り
立
つ
。
し
か
し
、
も
と
の
材
料
が
あ
っ
て
何
ら
か
の
編
輯
な
り
改
変
が
加

え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
錯
簡
が
あ
る
と
か
篇
の
末
尾
に
関
連
の
あ
る
説
話
が
付
け
加
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
逆
に
「
『
荘
子
』
の
一
章
も
し
く
は
一
説
話
は
、
連
闘
を
も
っ
て
書
か
れ
て
ゐ
る
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
『
荘
子
」
を
考
察

す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
原
意
を
見
失
ひ
、
か
へ
っ
て
異
な
っ
た
思
想
を
附
託
す
る
お
そ
れ
」
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
A
↓

B
↓
C
：
：
：
」
と
い
う
連
続
し
た
一
節
ず
つ
の
文
が
あ
る
と
し
て
、
「
B
」
の
意
味
を
考
え
る
場
合
、
「
B
」
を
本
来
違
っ
た
資
料
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
「
A
」
や
「
C
」
、
あ
る
い
は
全
体
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
と
、
か
え
っ
て
「
B
」
以
外
の
も
の
が
「
B
」
に
入
り
込
み
、

「
B
」
で
は
な
い
思
想
に
よ
っ
て
「
B
」
を
解
釈
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
危
険
性
が
あ
る
。
も
し
、
「
A
」

「

B
」

「

C
」

F、
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が
一
連
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
個
別
に
考
察
し
て
、
そ
れ
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
A
」
・
「
B
」
・
「
C
」

を
始
め
よ
り
一
連
の
も
の
と
解
釈
し
、
そ
れ
を
分
解
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
生
じ
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
言
一
え
ば
、
例
え
ば
養
生
主
篇
に

「
天
」
の
用
例
が
、
口
・
白
・
回
（
口
は
「
天
理
」
と
い
う
語
と
し
て
）
に
出
て
く
る
が
、
可
能
性
と
し
て
異
な
っ
た
資
料
で
あ
る
こ
と

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
に
考
察
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
後
で
個
々
の
考
察
を
つ
き
合
わ
せ
て
「
天
」

の
概
念
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
か
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
逆
に
始
め
よ
り
一
連
の
も
の
と
前
提
し
て
考
察
し
た
あ
と
、
次
に
部
分
に

分
け
て
考
察
す
る
と
、
既
に
そ
こ
に
異
な
っ
た
思
想
が
附
託
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
一
言
回
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、

養
生
主
篇
を
は
じ
め
と
し
て
特
に
『
荘
子
』

の
内
篇
を
一
節
ず
つ
の
細
か
い
も
の
に
分
解
し
て
考
察
し
、
逆
に
そ
れ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
全
体
を
見
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
い
え
る
。

き
て
、
最
後
に
養
生
主
篇
の
性
格
及
び
内
篇
の
中
に
占
め
る
意
義
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
養
生
主
篇
は
編
輯
の
態
度
と
い
う
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
遣
準
遊
・
斉
物
論
篇
と
基
本
的
に
は
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
の
雰
囲
気
か
ら
す
れ
ば
前
二
篇
と
は
微
妙
に
違
う
所

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
遣
準
遊
篇
の
自
由
を
求
め
る
開
放
的
な
雰
囲
気
、
斉
物
論
篇
の
精
綴
な
思
弁
に
よ
る
格
調
の
高
い
雰
囲
気
に
対
し
、

養
生
主
篇
の
方
は
、
敢
え
て
言
え
ば
後
向
き
の
暗
い
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。
例
え
ば
付
で
、
「
生
に
は
涯
り
が
あ
る
が
、

知
に
は
握
り
が
な
い
」
と
述
べ
て
お
き
な
が
ら
、
記
述
が
「
知
」
の
無
限
性
へ
と
発
展
す
る
の
で
は
な
く
、
「
涯
り
あ
る
生
で
涯
り
な
い

知
を
求
め
る
こ
と
は
、
あ
ぶ
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
に
な
り
、
ハ
門
の
後
半
で
は
現
実
的
な
「
保
身
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
ま
た
的
に
お
い
て
も
付
と
対
応
し
、
「
肉
体
」
の
有
限
に
対
し
「
精
神
」
の
不
滅
を
説
い
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
の
具
体
的
説
明
も
な
く
、
読
む
者
に
不
安
を
与
え
、
生
へ
の
「
あ
き
ら
め
」
を
意
図
し
て
い
る
と
も
と
れ
な
く
は
な
い
。
ま
た
臼

に
お
い
て
も
、
右
師
が
片
足
に
な
っ
た
の
も
「
天
い
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
れ
を
あ
き
ら
め
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
も
と
れ
る
。
ま
た
臼
で

「
介
」
者
を
扱
い
国
で
老
聴
の
「
死
」
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
こ
の
篇
が
明
る
さ
に
欠
け
る
一
つ
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
意
味
で
、
私
に
は
こ
の
篇
に
あ
る
意
味
の
「
い
き
づ
ま
り
」
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。



さ
て
、
『
荘
子
』
内
篇
の
成
立
と
な
る
と
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
結
論
の
か
わ
り
と
し
て
現
在
の
時
点
に
お
け
る
考
え
を

示
し
て
お
き
た
い
。
内
篇
七
篇
は
篇
名
が
内
容
を
要
約
し
た
、
あ
る
い
は
内
容
を
象
徴
し
た
三
字
か
ら
な
り
、
篇
名
の
つ
け
方
に
も
類
似

し
た
点
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
七
篇
全
体
を
見
た
場
合
で
も
、
人
間
世
篇
以
下
に
同
類
の
説
話
を
羅
列
し
た
と
思
わ
れ
る
所
が
あ
る
も
の
の
、

大
宗
師
篇
の
冒
頭
に
は
洗
練
さ
れ
た
論
説
調
の
記
述
も
あ
り
、
応
帝
王
篇
末
尾
に
は
「
淳
沌
」
を
主
人
公
に
し
た
説
話
が
あ
り
、
内
篇
全

体
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
見
た
場
合
で
も
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
非
常
に
効
果
的
な
説
話
で
あ
る
と
い
え
る
。
既
に
『
荘
子
』

内
篇
が
古
典
と
し
て
価
値
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
内
篇
は
全
体
と
し
て
成
功
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

る。
で
は
、
養
生
主
ま
で
の
三
篇
と
人
間
世
以
下
の
四
篇
と
の
聞
の
断
層
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
他

（注
6）

の
所
で
も
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
司
馬
遷
の
時
代
に
お
い
て
『
荘
子
』
は
、
あ
る
程
度
は
整
理
さ
れ
て
は
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
基

本
的
に
は
説
話
・
論
文
・
短
文
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
体
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
並
ん
で
い
た
文
献
の
集
成
で
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
後
『
荘

子
』
内
篇
と
し
て
再
編
輯
さ
れ
た
と
想
像
し
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
際
に
原
本
『
荘
子
』
の
質
の
高
い
部
分
を
中
心
に
選
ん
で
構
成
し
て

い
っ
た
の
が
、
遣
準
遊
・
斉
物
論
・
養
生
主
篇
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
篇
で
は
、
論
説
・
説
話
・
短
文
な
ど
で
巧
み
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に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
一
節
ず
つ
切
り
離
し
て
も
独
立
し
た
一
つ
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
と
い
う
の
も
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
の
三
篇
に
あ
る
説
話
や
部
分
と
類
似
し
た
説
話
や
部
分
が
他
の
篇
に
も
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
質
の
点
か
ら
い

え
ば
前
三
篇
の
も
の
の
方
が
高
く
洗
練
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
い
う
の
も
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
遺
遁
遊
・
斉
物
論
篇
は
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
編
輯
さ
れ
て
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
養
生
主
篇
に
な
る
と

さ
て
、

あ
る
程
度
の
材
料
も
出
つ
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
何
ら
か
の
「
挫
折
」

「
い
き
づ
ま
り
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想

像
し
て
み
た
い
。
養
生
主
篇
が
極
端
に
短
く
、

そ
こ
に
前
二
篇
と
異
な
る
暗
さ
が
あ
り
、
未
完
成
の
感
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
結
果
と

し
て
質
の
点
で
も
前
二
篇
に
劣
る
の
も
こ
の
こ
と
に
よ
ろ
う
。

一
方
人
間
世
篇
以
下
は
、
同
類
の
説
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
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原
本
『
荘
子
』
に
近
く
、
恐
ら
く
原
本
『
荘
子
』

の
あ
る
部
分
を
も
と
に
、
前
三
篇
と
は
異
な
り
素
材
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
用
い
、

篇
の
ま
と
ま
り
な
ど
を
考
え
て
多
少
手
を
加
え
比
較
的
短
い
時
間
で
編
輯
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
外
篇
・
雑
篇
は
原
本
『
荘
子
』
の
形

を
と
ど
め
て
お
り
、
人
間
世
以
下
の
四
篇
が
外
・
雑
篇
よ
り
は
全
体
と
し
て
や
や
質
の
高
い
も
の
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
は
養
生
主
篇
を
境
と
し
て
編
輯
態
度
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ

て
前
三
篇
の
緊
張
と
後
四
篇
の
説
話
中
心
の
構
成
と
の
聞
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
『
荘
子
』
内
篇
を
成
功
へ
と
導
い
た
面
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
。以

上
、
「
荘
子
』
養
生
主
篇
を
も
と
に
多
岐
の
事
柄
に
及
ん
だ
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
養
生
主
篇
は
「
荘
子
』
内
篇
の
成
立
を
考
え
る
よ

で
一
つ
の
重
要
な
意
味
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
言
え
る
こ
と
は
、
同
じ
『
荘
子
』
の
同
じ
篇
の
中
に
あ
っ

て
も
、
説
話
・
論
説
・
短
文
な
ど
と
表
現
形
式
が
異
な
れ
ば
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
思
想
や
主
張
を
同
一
の
基
準
で
処
理
す
る
こ
と

は
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
荘
子
』
を
独
立
し
た
一
つ
一
つ
の
節
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
を
考
察
し
た
上
で
全
体
に
還
元
し
て

い
く
と
い
う
方
法
も
成
り
立
つ
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
『
荘
子
』
を
「
文
体
」

「
構
成
」
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
に
当
っ
て
も
、
養

生
主
篇
は
示
唆
を
与
え
る
様
々
の
も
の
を
包
含
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

注
（1
）
別
稿
、
「
語
録
と
し
て
の
原
本
『
荘
子
』
」
（
『
九
州
中
国
学
会
報
第
二
十
四
巻
』
一
九
八
三
年
）
で
、
斉
物
論
篇
の
こ
の
部
分
は
、
本
来
『
老

子
』
と
同
じ
よ
う
な
語
録
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
養
生
主
篇
の
こ
の
部
分
も
形
の
上
で
は
語
録
と
解
せ
な
い
こ
と
も

な
b

（2
）
こ
こ
で
、
短
文
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
は
、
四
・
例
に
お
い
て
は
断
片
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
語
録
・
論
説
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
場

合
に
意
味
が
限
定
さ
れ
こ
の
部
分
の
本
来
の
性
格
と
の
聞
に
ず
れ
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
短
文
と
は
、

単
に
説
話
に
対
す
る
短
い
文
と
い
う
こ
と
で
広
い
意
味
に
用
い
て
い
る
。

（3
）
前
掲
論
文
「
語
録
と
し
て
の
原
本
『
荘
子
』
」
参
照
。
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（

4）
 

（

5）
 

（

6
）
 

『
道
家
の
思
想
と
そ
の
開
展
』
（
一
九
二
七
年
「
東
洋
文
庫
論
議
第
八
」
）

P
必

『
中
国
古
代
に
お
け
る
自
然
思
想
の
展
開
』
（
一
九
七
三
年
、
松
本
雅
明
博
士
還
暦
記
念
出
版
会
編
）

p
m

「
司
馬
遷
の
見
た
『
荘
子
』
」
（
『
九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
第
十
号
』
一
九
八
四
年
）
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